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エベレスト・トレイルのトレッカーの特徴と現状
Understanding the Travels of Trekkers on the Everest Trail in Nepal
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Abstract: This paper presents the findings of field research conducted in March 2017 in 
Sagarmatha National Park, Nepal to explore the characteristics of trekkers on the Everest Trail. 
The need to hire porters and guides for trekking is the significant feature of the Everest trail 
trekking. The current situation of porters and guides in trekking tourism of Nepal needs further 
research. 
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Ⅰ　はじめに
2016年度にネパールを訪れた外国人観光客
753,002人の中で，“Trekking & mountaineering”
を 目 的 に 訪 問 し た 割 合 は9％ で あ り，65％ の
“Holiday Pleasure”，11%の“Pilgrimage” に 続
いて３番目に多い順である．しかし，1993年か
らの推移を見ると，増加が著しい外国人観光客総
数の推移と異なり，大きな増加は見られない（図
1）．世界最高峰（8,848m）であるエベレスト（ネ
パール語はサガルマーター，Sagarmāthā）は，
ネパールにおいて，何よりも観光資源として重要
な役割を占めている．しかし，2002年以降に
2012年まで外国人観光客数は大きく増えている
が，トレッキング客数は，2002年の59,279人か
ら2009年の132,929人まで2倍に増えてから，
2010年にまた7万人台に減少し，2015年の地震前
の2014年までにも97,185人と3割弱の増加に留
まった．2015年にネパールに大きな被害をもた
らした地震の影響で外国人観光客数とトレッキン
グ客数とも大幅に減少したが，2016年には外国
人観光客数が2014年度の79万人に近い75.3万人
に回復した（図1）.
ネパール・ヒマラヤ地域に関する研究は，観光
に関わるものでも，観光客増加による環境への影
響に注目した研究が主である．ネパール・ヒマラ
ヤのトレッキング観光に関連する研究のレビュー
は，渡辺（2012）を参照していただきたい .
トレッキング客への聞き取り調査は，時間と費
用だけでなく，高山病や寒さなどの困難が伴うた
め，実際にトレッキングをしながら行ったものが
ほとんど見られない．特にここ10年間日本で発表
された研究（カルカ・クリシュナ・バハドゥル，
2013a, 2013b， 2012；森本， 2012， 2009；工藤， 2015）
の中に，現地調査によるトレッキング客に関する
研究は発見できなかった．
本稿は，2017年3月にネパールのエベレスト・
トレイルに位置する6つの村にあるトレッカー用
ロッジで行った聞き取り調査の報告とともに，今
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後の研究課題を考察する．
Ⅱ　調査概要
エベレスト・ベースキャンプを目指すエベレス
トトレイルのコースにあり，トレッカーが多く滞
在する６つ村のロッジで泊まりながら聞き取りを
行った（表1）．午後から夕食後までの時間に食
堂にいるトレッカーに声をかけ，学生2人がペア
になって口頭で質問し，回答を記録した．質問項
目は，国籍と居住地や年齢，性別の回答者プロ
ファイル情報，ネパール訪問歴，トレッキングに
来た理由，旅行代理店の利用有無，トレッキング
日数，職業，滞在先，旅行歴，トレッキング歴で
ある．トレッキングは，午前中のみ移動するパ
ターンが多く，ロッジに滞在する時間が長いため，
声をかけた全てのトレッカーが快く聞き取りに協
力してくれた．回答の謝礼に日本から用意した
ボールペンや立教大学ロゴ入りの手ぬぐいを渡し
た．
表1　調査日程
 
 
注：3月17日と18日調査メンバー中2名はNamcheBazar
に留まった。
合計16人（女性6人，男性10人）の外国人ト
レッカーから回答を得た．年齢別に見ると，20
代の5人，30代の5人，50代の2人，60代の3人，
70代の1人であった．国籍は，マレーシア国籍で
オーストラリアに居住している男性1人を除いて，
 
（出典：Ministry of Culture, Tourism & Civil Aviation, ????）?
図 ?：ネパールの外国人観光客数とトレッキング客数の推移（????年〜????年）?
 
 
?  
図1　ネパールの外国人観光客数とトレッキング客数の推移（1993年〜2016年）
（出典：MinistryofCulture,Tourism&CivilAviation,2017）
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15人全員が欧米国籍を有している．国籍と居住
国が異なる回答者が4人いた（表2）．
表2　回答者プロフィール
Ⅲ　調査結果
1）エベレスト街道にトレッキングに来た理由
今回の回答者の中では，エベレスト・トレッキ
ングに来た理由として，エベレストの景色に憧れ
て一度見たかったと答えた人が16人中12人と
もっとも多い．また，山やトレッキングが好きと
答えた人が2人いた．他には自分自身の限界に挑
戦したかったという回答もあった．エベレストの
景色が強いモチベーションとして影響することを
確認できる .
2）宿泊先
今回の調査では，インタビューを行った場所が
宿泊施設のロッジであったため，回答者全員がト
レッキング全日程でロッジを利用していた．ロッ
ジは，トイレが付いてない2人部屋に泊まると，
1泊で1人の宿泊料金が3ドルで，トイレ付きの
部屋に1人で泊まる場合は，20～25ドルである．
ロッジは，トレッカーに，安価の宿泊費で泊まっ
てもらい，別料金で夕食と朝食を提供して利益を
あげているため，宿泊するロッジで食事を取らな
い客は，あまり歓迎されない .
また，ロッジを利用する場合，ポーターやガイ
ドは，一緒に来た客の食事の注文を取ったり，料
理を運んだりしてロッジの仕事を手伝う代わりに
暖かい飲み物を無料で提供される .ロッジで提供
するサービスが掃除と食事などに限られているた
め，従業員の数は2～3人ほどである．例えば，
Namche Bazaar で泊まったロッジCamp de Base
は，忙しい夕食の時間以外は，男性従業員2人が
朝食や食堂と部屋の掃除を担当していた．この2
人はとても勤勉で清潔にロッジの環境を管理して
いて，オーナーはカトマンズに在住しながらたま
に寄る程度でも，ロッジはトラブルなく運営でき
ていた．このロッジの経営や実態についてもあま
り研究がなされていないため，今後の研究が必要
である .
3）ポーターやガイドの手配
今回の回答者の中に，1組の夫婦と友人同士の
2人がカトマンズで1人のガイドを雇って一緒に
移動している4人グループがいた．この4人は，
カトマンズでトレッキングを終えたトレッカーか
らガイドを紹介してもらい，Facebook で連絡を
してガイドを雇っている．1日20ドルで雇い，1
人が支払うガイド代は，1日に5ドルで，17日間
予定の夫婦の場合は，2人で170ドルを払うこと
になる．他には，1人がトレッキング会社からガ
イドを雇ったと回答した．
4）旅行期間
①トレッキング日数
トレッキング日数は，12日間から３週間と差
があるが，エベレスト・ベースキャンプまで行く
ためには，カトマンズ発着で最低10日は必要で
ある．ネパール入りの行程を入れると，全体の旅
程は12日以上の日数が必要になる．他に，聞き
取りはしなかったが，食堂で話しをした台湾人の
男性は，1年間の休暇を集め，2週間のトレッキ
ングに来ていた .この日数の条件がトレッキング
客の大きな増加が見られない理由の一つとして考
えられるので，検証の必要がある（図1）．
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②トレッキングを含む旅行期間
今回の調査トレッキング中に見かけるトレッ
カーの中に30代から50代の人は少なく，時間に
余裕がある20代の学生，現役から引退した60代
以上の人が多かった．特に興味深いのは，仕事を
辞めて3ヶ月以上の旅行に出た30代の人を5人以
上発見したことである．回答者の中にも3人が仕
事を辞め1年間世界一周の旅をしている途中で
あった .
5）旅行経歴
大学生1人を除いて，回答者全員が20カ国以上
を訪問した旅行歴があった．そのうち2人は，50
カ国以上旅行した経験があり，1人は旅行した国
を数え切れないと回答した．回答者16人中，8人
は今回初めてネパールを訪れていて，以前1回以
上訪問した人が8人いた．
6）トレッキング経験　
以前トレッキングした経験がなく，今回が初め
てのトレッキングである人が3人いた．この3人
は，今回のトレッキングの理由として，“一度エ
ベレストを見たかった”と回答していて，トレッ
キング経験がない人にとっても，エベレストの景
色が強いモチベーションであることが分かる .
7）トレッキング同伴者
今回の調査が主に個人客を対象に行ったため，
夫婦1組，夫婦と友人2人の4人グループと15人
グループのツアーに参加して来た20代の女性以
外の9人は，1人でトレッキングをしていた．し
かし，1人でトレッキングに来た女性の場合，
ポーター1人とガイド1人を雇い，　3人で移動し
ていた．エベレスト・トレイルでのトレッキング
は，安全のためにガイドやポーターが必要である．
このガイドやポーターについて今後の研究課題と
して検討する .
Ⅳ　今後の研究課題
今回の調査を通して，サガルマーター国立公園
にあるエベレスト・トレイルにおけるトレッカー
の実態について一部把握することができた．次は，
アンアプルナ自然保全地域におけるトレッキング
の実態とトレッカーの特徴について研究を続ける．
各トレッキング地域における宿泊施設の運営実態
と変遷もヒマラヤ・トレッキングの理解のために
調査分析する必要がある .
ネパールを訪れる外国人観光客が増加している
中で，トレッキングを目的に訪れるトレッカー数
が長年伸び悩んでいる背景についていくつか異な
る視点から分析する必要がある．ネパール側の観
光客受け入れ環境も実態と変遷について少し研究
がされて来たが，トレッキング客側の状況（時間
と経費，モチベーションなどの側面）の実態調査
が必要である .
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